







































（１）導入期（1969 － 1985 年）
　日本で最初にコンビニエンスストアが登場したのは、1969 年の「マミー豊
中店」といわれている。その後、1971 年には「セイコーマート」と「ココス




チャージ契約を結び、1974 年 5 月に東京で一号店を展開させた。
1 『日経流通新聞ＭＪ』2006 年 5 月 10 日、p.3。









1985 年まで当該市場の規模（全店舗売上高の合計）は 1 兆円に肉薄するに至っ
た。

























































占めている。次に毎週 1 ～ 2 回程度コンビニエンスストアを利用している割
合は約 4 割（41％）となっており、回答者の約 8 割が少なくとも週 1 ～ 2 回
は何らかの形でコンビニエンスストアを利用しているということが浮き彫りに
なった。また、月 3 ～ 5 回の程度でコンビニエンスストアに立ち寄っている











結果を（図表 2）のグラフにまとめた。毎回の利用金額が 500 円未満と回答
した割合が 54％（81 件 /150 件）、また 500 ～ 1000 円と答えた回答者の割合
が 45％（68 件 /150 件）となっており、殆ど全ての回答者が 1000 円未満の
買い物をコンビニエンスストアで行っているということが分かった。1000 ～











　利用時間帯においては（図表 3）で示されているように、午前 6 時～ 11 時
の間にコンビニエンスストアを頻繁に利用しているとの回答は全部で 10 件と
なっており、全体（150 件）の 1 割にも満たない。本格的な利用は午前 11 時
以降に行われており、午前 11 時～夕方 4 時の利用が 54 件で、全体の 36％を
占めている。夕方 4 時～夜 8 時までを主な利用時間と答えた回答件数は全部
で 48 件となっており、大学生の主な活動時間と思われる午前 11 時～午後 8
時の利用が支配的になっている。夜 8 時～深夜 0 時の利用は全部で 35 件となっ
ており、全体の 23％を占めている。深夜 0 時～朝方 10 時を主な利用時間と
答えた回答者は 3 件、即ち全体の 2％に過ぎない。
　総じていえば、コンビニエンスストアの存在価値が 24 時間営業することに
あるという通念とは裏腹に、コンビニエンスストアの主な利用時間帯は、人間







いない」との回答がそれぞれ、39 件（26％）、49 件（33％）、47 件 (32％ ) となっ
ており、全体の 81％を占めている。残り「やや減った」「非常に減った」との



























と答えた人が 124 件（全体 151 件）にのぼっており、圧倒的に多かった。ま
た優先順位 1 位の構成の中には、時間つぶしなど「そのほか」と答えた人が
多かったが (18 人 )、これは回答者の主な対象が大学低学年生となっているた
めであろう 5。優先順位 1 位の中で「商品の購入」、「その他」に続いているの
は「公共料金の払い込み」であるがその度数は 3 件に過ぎなかった。利用目
（図表 5）利用コンビ二エンスストアの主な立地 (N=151)







的の優先順位 2 位を構成している項目としては、全回答者 146 件の内、「その
他（時間つぶし）」（43 件）、「コピ ・ーFAX の利用」（28 件）、「トイレの利用」（21
件）、「商品の購入」（16 件）、「ATM の利用」（14 件）、コンサート・映画など
チケットの購入 (11 件 ) 、公共料金の払い込み（10 件）、「宅配便の利用」「LAN
などパソコン関係の利用」「デジタル映像の印刷」がそれぞれ 1 件ずつ観察さ
れた。優先順位第 3 位の項目群においては、全回答者 132 件の内、「トイレの




６ここで、N1 とは優先順位 1 の欄へ答えを書いた回答者の人数であり、N2 とは優先順
　位 2 の欄へ答えを書いた回答者の人数であり、N3 とは優先順位 3 の欄へ答えを書い
　た回答者の人数を示している。
䋶䋩䉮䊮䊎ੑ䈱ਥ䈭೑↪⋡⊛























（5 件）などとの間には大幅な格差があった。優先順位 2 位の構成においても「飲
み物（ノンアルコール）」（57/150 件）、「おにぎり・パン・弁当」（50 件）が
大半を占めているが、これは両項目を優先順位 1 位と 2 位に同時に位置づけ
ているケースが多いからである。優先順位 2 位でのそれ以外の項目としては、















便への取次ぎ業務（109 件）」、PC/ ゲームがそれぞれ 109 件ずつ現れている。
　総じて、日本の若年層顧客はコンビニエンスストアの幅広いサービスを認知
しているということが浮き彫りに出た。


















金の収納代行（電気・ガス・水道・電話・NHK など）の利用体験件数が 40 件あっ
た。また、15 ～ 30 件の答えが得られたのは「宅急便への取次ぎ業務（26 件）」、
「通販代金の取次ぎ業務（24 件）」、「PC/ ゲームソフト（CD や DVD の状態）（21






























及び FAX（22 件）、宅配便への取次ぎ業務 (18 件 )、音楽ソフト配信 (17 件 )、
通販代金の収納代行（15 件）、レジャー・旅行ツアー（15 件）、PC/ ゲームの
ソフト（DVD、CD の状態）（15 件）、保険料及びクレジット購入代金の収納
代行 (12 件 )、切手・葉書・収入印紙（12 件）、スキーリフト・引換券（12 件）、
各種資格試験申し込み取次ぎ業務（11 件）の順となっている。少数回答とし
ては、フィルム及びデジタルプリントの取次ぎ業務（8 件）、ギフトの取り寄





（図表 10）今後設置してほしいサービス (N=148、但し複数回答 )
7 その他の 7 件には、「ネットマネー販売」「チケット発売機」などが含まれる。










クルケイ・サンクス（66 件）、ミニストップ（54 件）、ファミリーマート（48 件）、
ローソン（43 件）が連なっている。少数意見としては、デイリーヤマザキ（9












8『日経流通新聞ＭＪ』2003 年 7 月 24 日。 
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